
平成 23 年度 

＜農業生産条件の強化（自己施工）に取り組む事例＞  
水路，溜枡の補修と法面管理の省力化展示圃の設置 

 

１．集落協定の概要 市町･協定名 広島県庄原市しょうばらし上原町かみはらちょう 熊野く ま の  田（100％） 畑 草地 採草放牧地 協定面積 17.4ha 水稲，野菜，飼料作物 －  －  － 個人配分     30％ 交付金額 344万円 

 

 

共同取組活動 （70％） 

 

役員報酬                       4.1％ 体制整備に関する研修会費               2.9％ 水稲の共同ヘリ防除費                 12.3％ 畦畔維持管理費                     1.8％ 畦畔管理省力化実証及び導入費             1.8％ 集会所の備品及び維持管理費用              7.3％ 農道，ため池，水路等の改修の積立費          32.0％ 事務費                        0.8％ 協定参加者 農業者15人、非農業者5人 開始：平成22年度 

 

２．取組に至る経緯 

熊野地区は，第１期については高齢農業者と中堅農業者との考え方の相違があり，協

定締結に至らなかった。第２期は１期の反省を踏まえ，40～50 才代の農業者が主導し，

集落合意を取り付け協定締結にこぎつけた。第２期に水路補修，共同ヘリ防除等で交付

金を有効活用できたことから，第３期にも取組をつなげることができた。第２期対策の

後半には第３期の C 要件と同様，集落外在住の農家の子弟が週末にはサポート者として

農地の耕作維持を実施するようになった。 

  

３．取組の内容 

協定農地は，昭和 50 年頃に実施されたほ場整備田で水路や溜枡が老朽化しており，

第２期対策からの継続で水路，溜枡の補修を実施する。毎年，役員と関係者で水路，溜

枡等を歩いてマップに落とし，補修のための優先順位や中山間直接支払積立額と個人負

担額等を検討している。 

集落内の世代交代が進み「農業はしんどいのが当たり前」から，「楽に農業をしよう」

という考え方に転換しつつある中で，高さが 5～10ｍある畦畔管理の省力化として，セ

ンチピードグラスの植栽の実証展示圃を今年度設置し，今後計画的に植栽していく予

定。また，不在地主の農地を，地域内でどうにかしていきたいという思いから，集落営

農等の研修会を計画している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  【【【【    農用地等保全農用地等保全農用地等保全農用地等保全マップマップマップマップ作成作成作成作成    】】】】    【【【【    センチピートグラスセンチピートグラスセンチピートグラスセンチピートグラス吹吹吹吹きききき付付付付けけけけ作業作業作業作業    】】】】    

別紙２ 



 ［集落の将来像] ○無理なく，集落内の農地を耕作管理できる集落営農の体制整備を構築する。 
   ［将来像を実現するための活動目標] ○ 水路，溜枡の補修や，法面の管理省力化への改良を行いつつ，集落にあった営農形態を模索していく  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 

４．今後の課題等  

 不在地主の農地の対応について，１号法人の設立や，担い手への農地集積など地域に

あった手法を検討していく。 

 

 ［第２期対策の主な成果］ ・中山間直接支払協定に取組む過程で，集落運営での世代交代ができた。 ・今まで集落に関心がなかった人が参加するようになった。集落外の子弟が営農に深く関わり始めた。 ・共同ヘリ防除を実施することにより，高齢者の離農を食い止め，トラクターの共同作業（５ha）などの作業の受け皿となる活動が集落内ででき始めた。 ・水路，溜枡補修を実施できた。 
 

 

 

農地の耕作・管理（田 17.4ha） 個別対応 
 

周辺林地の下草刈り （約 0.8ha、年 1回） 個別対応 
 

農地法面管理の省力化 ｾﾝﾁﾋﾟｰﾄﾞｸﾞﾗｽの植栽 1,200 ㎡（32％）実施、 （目標 4箇所，3,700 ㎡） 共同取組活動 
 

水路・作業道の管理 ・水路 4.8km、年 2回   清掃、草刈り ・道路 3.3km、年 2 回草刈り 共同取組活動 
 輪作（焼酎用イモ，枝豆）0.6ha 個別対応 

 

水路の補修  19.1％実施，500ｍ目標 受益ほ場約 1.84ha 共同取組活動 
農地法面，水路の定期的な点検（年１回及び随時） 共同取組活動 
 

農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制
土壌流亡に配慮した営農 （浅水代かきの実施） 個別対応 
 

溜枡の改良 10 箇所目標 4 箇所実施，受益ほ場 3.31ha 共同取組活動 
 


